
  就労証明書 記載例 

 ・証明日は、申請日から４か月以内

に発行されたものが有効です。 

・派遣等の場合、原則、派遣元や出向元が記載してください。 

【No.７】 

・就労する日を記載

してください。 

 

・就労時間は、休憩

時間を含めて記載

してください。 

 

・育児短時間勤務制

度を利用している

場合は、制度利用

前の契約・規則上

の就労時間帯を記

載し、No.13 に育

児短時間勤務制度

による勤務時間を

記載します。 

【No.４】 

・全員必ず、就労開始

日を記載してくださ

い。 

 

・就労開始日は、働き

始めた（始める）年

月日を記載してくだ

さい。 

 

・契約更新等により、

現在の契約始期と異

なる場合は、初めて

働き始めた日を記載

してください。 

 

・終期は、有期契約の

場合のみ記載してく

ださい。無期の場合

は、終期は空欄でか

まいません。 

 

・有期契約の場合は、

No.14 にも記載が必

要です。 

・記載内容について、問い合わせることがあります。 

【No.15】 

・単身赴任をしてい

る場合は必ず記載

してください。 

【No.10】 

・その他には、配偶者

同行休業など、１か

月を超える休業につ

いて記載してくださ

い。 

【No.14】 

・満了後の更新の有

無が「無」又は

「未定」の場合、

学童クラブの申込

はできません。 

【No.17】 

・出退勤時間の特例（就業規則上の就労時間帯の 15 分前に出

勤しなければならない等）等、就労時間帯を超えて拘束時間

が生じている場合には、備考欄に記載してください。 

 

・変則就労や休業、その他に関することで、特記事項がある

場合に記載してください。 

【No.16】 

・親族関係は３親等

内の親族としてく

ださい。 【No.18】 

・保護者が記載してください。 

・記載がない場合、学童クラブ利用申請

書に記載の内容で確認をします。 


